平成１７年（ラ）第１３５５号

抗告人　山田　　稔他１１名

相手方　独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構

審理促進の申し出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年９月５日

　　東京高等裁判所民事第５部　　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　債権者代理人弁護士　　神山　美智子他５名

記

１　本件につきましては，本年８月１８日，即時抗告の申立てをしているところですが，事案の内容を要約しますと，

1 相手方が実験栽培しているイネは，ディフェンシンが人体へ害作用がないか、ディフェンシンが（単に、胚乳部分だけではなく）およそコメの食用部分には絶対に発現・移行しないかなどが全く未解明であり、
2 こうした点で安全性の確認されていない「カラシナ由来のディフェンシン遺伝子挿入イネ」７５０株をこのまま放置しておくと，その花粉が飛散し周辺の一般イネと交雑する危険が高いこと，

3 また，挿入されたディヘンシン遺伝子により，栽培イネから常時，ディフェンシン（抗菌活性を示すたんぱく質）が大量に生産される仕組みとなっているため，これが実験圃場の水中微生物と頻繁に接触してディフェンシン耐性菌を生み出し，実験圃場外に流出する危険が高いこと、

4 本来であればそうした危険なディフェンシン耐性菌出現の可能性が高い本野外実験は承認されないであろうところ、債務者が承認申請においてディフェンシン耐性菌の問題を一切記載しなかったため誤って承認が降りたという重大な手続違反があること，

等を主な理由に，栽培イネの即時刈り取りを求めているものです。

　　とくに，ディフェンシンは，ヒトも含めすべての動植物が保有している抗菌活性たんぱく質ですので，その耐性菌の出現は，生物多様性を破壊し，すべての動植物に重大な脅威を与えることとなります。

２　実験栽培イネとその周辺の一般イネは，現在，開花期を迎えており，花粉の飛散による交雑の危険は現実のものとなっております。

また，実験栽培イネからは，常時，ディフェンシンが生産され続けており，耐性菌の出現の恐れは日ごとに高まっております。微生物であるディヘンシン耐性菌は，数時間で何万倍にも増殖するものです。発生後の対処が極めて困難ことは，病院での抗生物質の過剰使用が耐性菌を生みだし，患者や病院職員に重篤な被害を蒙らしている事実等からも理解されます。

３　米は小麦と並んで世界の二大主食であり、ＧＭ小麦については、欧米での強い反対運動もあり，既に商業化しない方向で決着済みです。ＧＭイネの実験栽培の差し止めを求める本件は世界で最初の裁判であり，慎重な審理及び判断が必要なことは，抗告人ら代理人らとしても十分承知し，期待するところでもありますが，以上のような本件の特殊事情をご理解いただき，裁判所におかれましては，相手方に対し審理促進を強力にご指示いただき，出きる限り早期に，ご判断をお示しただきたくお願いするしだいです。

なお，裁判所の早期審理・判断につきましては，抗告人ら代理人として万全の対応をなす所存であることも，申し添えます。

　　

以上
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